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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に固設されるペダルサポートに支持軸心まわりに回動可能に配設されるペダルアー
ムと、
　該ペダルアームの下端部に、該ペダルアームから車両幅方向の両側へ延び出すように一
体的に取り付けられ、運転者によって踏み込み操作されるペダルシートと、
　を有する車両用操作ペダルにおいて、
　前記ペダルアームは、車両幅方向に分割された一対の半割体にて構成されており、該一
対の半割体の外周部が互いに一体的に接合されることにより中空構造とされている一方、
　該一対の半割体は鋼板をプレスにより曲げ加工したもので、前記ペダルシートが固設さ
れる下端部には、該ペダルシートに向かうに従って車両幅方向へ拡開するようテーパが設
けられているとともに、その拡開側の端部から更に外側へ該ペダルシートに沿うように折
り曲げられることにより一対のシート取付部が一体に設けられており、
　前記ペダルシートは、車両幅方向の中央から左右に離間した２位置で前記シート取付部
に一体的に固設されており、
　且つ、前記シート取付部を設けるために折り曲げられた前記一対の半割体のコーナー部
分は、両方でハの字形状を成すようにそれぞれ車両幅方向の外側へ緩やかに膨出するよう
に湾曲させられている
　ことを特徴とする車両用操作ペダル。
【請求項２】
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　前記一対のシート取付部の先端縁において前記ペダルアームと前記ペダルシートとが一
体的に溶接されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の車両用操作ペダル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は車両用操作ペダルに係り、特に、ペダルアームの下端部にペダルシートを一体
的に固設する構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　(a) 車両に固設されるペダルサポートに支持軸心まわりに回動可能に配設されるペダル
アームと、(b) そのペダルアームの下端部に、そのペダルアームから車両幅方向の両側へ
延び出すように一体的に取り付けられ、運転者によって踏み込み操作されるペダルシート
と、を有する車両用操作ペダルが、ブレーキペダルやアクセルペダル等に多用されている
。特許文献１に記載の車両用操作ペダルはその一例で、前記ペダルアームは、車両幅方向
に分割された一対の半割体にて構成されており、その一対の半割体の外周部が一体的に溶
接されることにより中空構造とされている。また、その一対の半割体の前記ペダルアーム
が固設される下端部は、互いに車両幅方向へ離間させられているとともに、その離間側の
端部から内側へ略直角に曲げられることによりシート取付部が設けられ、そのシート取付
部にペダルシートが溶接等により一体的に固設される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１２２６１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような車両用操作ペダルにおいては、その溶接部位がペダルシート
の中央部分に寄っているため、ペダルシートの端が踏み込み操作されるオフセット踏み込
み時に、溶接部に大きな引き剥がし力が作用する。例えば図６の(b) は、(a) のVIB －VI
B 断面に相当する断面図で、操作ペダル１４の一対の半割体３２、３４の下端部に内向き
にシート取付部６０ａ、６０ｂが設けられ、そのシート取付部６０ａ、６０ｂの端縁がア
ーク溶接等によりペダルシート１８に一体的に溶接されている場合であるが、ペダルシー
ト１８の一端Ｅに踏み込み力Ｆが加えられると、溶接部Ｗ２ａ、Ｗ２ｂには点Ｐを支点と
して比較的大きな引き剥がし力Ｌａ、Ｌｂが作用する。このため、比較的大きな接合強度
が要求され、溶接コストが高くなる。
【０００５】
　本発明は以上の事情を背景として為されたもので、その目的とするところは、オフセッ
ト踏み込み時の引き剥がし力が比較的小さく、ペダルシートを比較的小さな接合強度で簡
単且つ安価にペダルアームに固設できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　かかる目的を達成するために、第１発明は、(a) 車両に固設されるペダルサポートに支
持軸心まわりに回動可能に配設されるペダルアームと、(b) そのペダルアームの下端部に
、そのペダルアームから車両幅方向の両側へ延び出すように一体的に取り付けられ、運転
者によって踏み込み操作されるペダルシートと、を有する車両用操作ペダルにおいて、(c
) 前記ペダルアームは、車両幅方向に分割された一対の半割体にて構成されており、その
一対の半割体の外周部が互いに一体的に接合されることにより中空構造とされている一方
、(d) その一対の半割体は鋼板をプレスにより曲げ加工したもので、前記ペダルシートが
固設される下端部には、そのペダルシートに向かうに従って車両幅方向へ拡開するようテ
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ーパが設けられているとともに、その拡開側の端部から更に外側へそのペダルシートに沿
うように折り曲げられることにより一対のシート取付部が一体に設けられており、(e) 前
記ペダルシートは、車両幅方向の中央から左右に離間した２位置で前記シート取付部に一
体的に固設されており、且つ、(f) 前記シート取付部を設けるために折り曲げられた前記
一対の半割体のコーナー部分は、両方でハの字形状を成すようにそれぞれ車両幅方向の外
側へ緩やかに膨出するように湾曲させられていることを特徴とする。
【０００７】
　第２発明は、第１発明の車両用操作ペダルにおいて、前記一対のシート取付部の先端縁
において前記ペダルアームと前記ペダルシートとが一体的に溶接されていることを特徴と
する。
【発明の効果】
【０００８】
　このような車両用操作ペダルにおいては、ペダルアームの下端部に車両幅方向へ拡開す
るようテーパが設けられているとともに、その拡開側の端部から更に外側へペダルシート
に沿うように折り曲げられることにより一対のシート取付部が一体に設けられており、ペ
ダルシートは車両幅方向の中央から左右に離間した２位置でそれ等のシート取付部に一体
的に固設されているため、ペダルシートの端が踏み込み操作されるオフセット踏み込み時
においても、溶接等による固設部位に作用する引き剥がし力は比較的小さく、ペダルシー
トを比較的小さな接合強度で簡単且つ安価にペダルアームに固設できる。
【０００９】
　また、ペダルアームが一対の半割体にて構成されている中空構造とされているため、所
定の強度（捩り剛性など）を確保しつつ軽量化できる一方、その一対の半割体の下端部に
は、ペダルシートに向かうに従って車両幅方向へ拡開するようテーパが設けられていると
ともに、その拡開側の端部から更に外側へペダルシートに沿うように曲げられることによ
り前記シート取付部が設けられているため、ペダルアームの下端部の強度（捩り剛性等）
が更に高くなってシート取付部に固設されるペダルシートの姿勢が一層安定するとともに
、オフセット踏み込み時に固設部位に作用する引き剥がし力が更に小さくなる。
【００１０】
　また、シート取付部を設けるために折り曲げられたコーナー部分は、車両幅方向の外側
へ膨出させられているため、コーナー部分を含めたシート取付部の強度が高くなり、オフ
セット踏み込み時に固設部位に作用する引き剥がし力が小さくなることと相まってペダル
シートの姿勢が一層安定するとともに、所定の強度を確保しつつペダルアームの薄肉化等
により更なる軽量化を図ることができる。
【００１１】
　第２発明は、一対のシート取付部の先端縁すなわち最も離間した位置でペダルアームと
ペダルシートとが一体的に溶接されている場合で、ペダルシートの姿勢が一層安定すると
ともに、オフセット踏み込み時にその溶接部（固設部位）に作用する引き剥がし力が更に
小さくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】車両用ブレーキペダルの参考例を示す図で、(a) は左側面図、(b) は正面図であ
る。
【図２】図１の参考例においてペダルアームにペダルシートが取り付けられた部分を示す
図で、(a) は図１(a) におけるIIA －IIA 断面部分の拡大図、(b) はペダルシートの背面
側から見た斜視図である。
【図３】図１の参考例においてペダルシートの一端Ｅに踏み込み力Ｆが加えられた場合に
溶接部Ｗ２ａ、Ｗ２ｂに作用する引き剥がし力を説明する模式図で、図６の(b) に対応す
る図である。
【図４】他の参考例を説明する図で、(a) は左側面図、(b) はペダルシートの背面側から
見た斜視図である。
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【図５】本発明の実施例を説明する図で、ペダルシートの背面側から見た斜視図である。
【図６】本発明との比較例を説明する図で、(a) は正面図、(b) は(a) におけるVIB －VI
B 断面に相当する図で、ペダルシートの一端Ｅに踏み込み力Ｆが加えられた場合に溶接部
Ｗ２ａ、Ｗ２ｂに作用する引き剥がし力Ｌａ、Ｌｂを説明する模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は、例えば常用或いは駐車用のブレーキペダル、アクセルペダル等に好適に適用
される。ペダルアームは、一対の半割体から成る中空構造を成している。
【００１４】
　上記一対の半割体は、例えばハット断面形状とされ、互いに対向する姿勢で外周部のフ
ランジが互いに接するように重ね合わせて溶接等により一体的に接合されることにより中
空構造とされる。この中空構造は、必ずしも全周が袋状に密閉される必要はなく、一部が
開口していても良い。
【００１５】
　ペダルアームの下端部に設けられる一対のシート取付部は、ペダルシートの車両幅方向
における中心線に対して略対称的に構成され、中心線に対して対称位置に固設されるよう
にすることが望ましいが、一対のシート取付部を非対称に構成したり、ペダルシートの車
両幅方向の中心線に対して非対称位置に固設されるようにしたりすることも可能である。
【００１６】
　一対のシート取付部は、前記中空構造のペダルアームの場合、例えば側板部分を切り曲
げるなどして形成することができる。シート取付部は、例えばペダルシートの背面に略密
着するようにペダルシートの形状に合わせて平板形状や湾曲形状等とされ、溶接や接着剤
、ねじ等の固設手段により一体的に固設される。ペダルシートは例えば金属材料にて構成
されるが、固設手段として接着剤やねじ等を用いる場合は合成樹脂材料等を採用すること
もできる。
【００１７】
　ペダルシートとシート取付部とは、例えば一対のシート取付部の先端縁や側端縁に沿っ
て消耗電極式アーク溶接や溶接棒等を用いた隅肉溶接などで溶接されるが、非消耗電極式
溶接法であるプラズマアーク溶接やＴＩＧ溶接、或いはレーザー溶接、電子ビーム溶接な
どの溶加材を用いることなく母材（ペダルシートおよびシート取付部）のみを溶かして溶
接する溶接法を採用することもできる。シート取付部の中央部分等をスポット溶接等の抵
抗溶接でペダルシートに溶接することもできるなど、他の溶接手段を採用することもでき
る。
【００１８】
　一対の半割体の下端部に車両幅方向へ拡開するテーパが設けられているが、このテーパ
は、シート取付部までＶ字状に拡開する場合でも、先端部がペダルシートに対して略垂直
に突き当たるようにＵ字形状を成すものでも良いなど種々の態様が可能である。要するに
、シート取付部が設けられる先端部分が、ペダルアームの他の部分よりも車両幅方向へ離
間していれば良い。
【００１９】
　一対のシート取付部は、例えばペダルシートの車両幅方向の両端部近傍まで延び出すよ
うに設けられる。両端部近傍とは、ペダルシートの端部と略一致するか、或いは５ｍｍ未
満の範囲でペダルシートの端部より短い場合である。本発明の実施に際しては、シート取
付部の先端がペダルシートの端部より５ｍｍ以上短くても差し支えない。
【実施例】
【００２０】
　以下、本発明の実施例を、図面を参照しつつ詳細に説明する。
　図１は、車両の常用ブレーキ用のブレーキペダル１０を示す図で、参考例であり、(a) 
は左側面図、(b) は正面図である。図２は、図１のブレーキペダル１０のペダルアーム１
４とペダルシート１８との接合構造を説明する図で、(a) は図１(a) におけるIIＡ－IIＡ
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断面の拡大図、(b) はペダルシート１８の背面側（車両の下方側）から見た斜視図である
。このブレーキペダル１０は、ペダルアーム１４を主体として構成されており、そのペダ
ルアーム１４の上端部において支持軸１２の軸心である支持軸心Ｏまわりに回動可能に支
持されている。
【００２１】
　ペダルアーム１４の下端には、板状のペダルシート１８が一体的に固設されており、そ
のペダルシート１８が運転者によって踏込み操作されることにより、ブレーキペダル１０
は図１の(a) において支持軸１２の右回りに回動させられる。ブレーキペダル１０には、
支持軸１２と略平行な連結ピン２０の軸心まわりに相対回動可能にブレーキマスタシリン
ダのプッシュロッド２２がクレビス２４を介して連結されており、ブレーキペダル１０の
回動に伴ってプッシュロッド２２が機械的に図の左方向へ押圧されることにより、ブレー
キペダル１０の踏込み操作力に応じてブレーキ油圧を発生させる。プッシュロッド２２は
、ブレーキマスタシリンダから突き出すように付勢されており、ペダルシート１８の踏込
み操作が解除されると、その付勢力によってブレーキペダル１０は支持軸１２の左まわり
に戻り回動させられて図１に示す原位置に保持される。
【００２２】
　上記ペダルアーム１４は薄板中空構造を成しており、車両の幅方向すなわち図１(b) に
おける左右方向に２分割された形状の一対の半割体３２、３４にて構成されている。半割
体３２、３４は鋼板をプレスにより曲げ加工したもので、それぞれ断面が略ハット形状を
成しており、そのハット形状の開口側が互いに対向する姿勢で、且つ開口部に外向きに設
けられた互いに平行な板状の外周フランジ３２ｆ、３４ｆが密着するように重ね合わされ
た状態で、その外周フランジ３２ｆ、３４ｆの外端縁、すなわち車両の前後方向乃至は上
下方向に位置する端縁がアーク溶接等により一体的に溶接されている。図１(b) 、図２(a
) 、(b) に示す第１溶接部Ｗ１は、この外周フランジ３２ｆおよび３４ｆの相互の溶接部
を表している。
【００２３】
　前記ペダルシート１８は、鋼板等の金属板材にて構成されており、ペダルアーム１４に
部分的に重ね合わされてアーク溶接等により一体的に溶接されている。すなわち、ペダル
アーム１４を構成している半割体３２、３４の下端後部（運転席側）は、図２から明らか
なようにペダルシート１８に向かうに従ってテーパ状（参考例では略Ｕ字形状）に車両幅
方向へ拡開させられているとともに、その拡開側の端部（後端）から更に外側、すなわち
車両幅方向の両側へ略直角に折り曲げられ、ペダルシート１８に沿って延びる一対の平坦
なシート取付部３２ｔ、３４ｔが設けられており、ペダルシート１８はそれ等のシート取
付部３２ｔ、３４ｔにそれぞれ略密着する状態で溶接により一体的に接合されている。一
対のシート取付部３２ｔ、３４ｔは、それぞれ略長方形状を成しており、その外側の先端
縁を含むコの字形状の３箇所の外端縁において、シート取付部３２ｔ、３４ｔとペダルシ
ート１８とが一体的に溶接されている。図１(a) 、図２(a) 、(b) に示す第２溶接部Ｗ２
ａ、Ｗ２ｂは、このシート取付部３２ｔ、３４ｔとペダルシート１８との溶接部を表して
いる。なお、上記外端縁の溶接に加えて、或いはその代わりに、シート取付部３２ｔ、３
４ｔの中央部分等をスポット溶接等の抵抗溶接でペダルシート１８に溶接することも可能
である。
【００２４】
　ペダルシート１８は、車両幅方向の中心線に対して左右対称に構成されているとともに
、図１(a) から明らかなように上下方向において僅かに湾曲しているが、中心線に対して
対称的な左右の２箇所に背面側（ペダルアーム１４側）へ膨出する平坦な台座部４０、４
２が設けられており、一対のシート取付部３２ｔ、３４ｔはその平坦な台座部４０、４２
に密着させられた状態で一体的に固設されている。ペダルシート１８には、この台座部４
０、４２の他、補強用の凹凸がプレス加工等によって設けられている。一方、一対の半割
体３２、３４のうち、外側へ略直角に曲げられることにより前記シート取付部３２ｔ、３
４ｔが設けられたコーナー部分には、外側へ膨出する補強ビード４４、４６がシート取付
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部３２ｔ、３４ｔに対して略垂直な方向（図１(a) における左下方向）に向かって設けら
れている。この補強ビード４４、４６は略半円錐形状を成しているとともに、それぞれ上
下方向に離間して２本ずつ互いに平行に設けられている。
【００２５】
　このように本参考例のブレーキペダル１０は、ペダルアーム１４の下端部に車両幅方向
の両側へ互いに離間するように略直角に折り曲げられた一対のシート取付部３２ｔ、３４
ｔが一体に設けられ、ペダルシート１８は車両幅方向の中央から左右に対称的に離間した
２位置（台座部４０、４２）でそのシート取付部３２ｔ、３４ｔに溶接により一体的に固
設されている。このため、ペダルシート１８の端が踏み込み操作されるオフセット踏み込
み時においても、溶接による固設部位（第２溶接部Ｗ２ａ、Ｗ２ｂ）に作用する引き剥が
し力は比較的小さく、ペダルシート１８を比較的小さな接合強度で簡単且つ安価にペダル
アーム１４に溶接できる。
【００２６】
　図３は、本参考例におけるペダルシート１８の固設部分の模式図で、前記図６の(b) に
対応する図であり、ペダルシート１８の一端Ｅに踏み込み力Ｆが加えられても、点Ｐを支
点として反対側の第２溶接部Ｗ２ａに作用する引き剥がし力Ｌａは図６(b) の場合よりも
十分に小さく、一端Ｅ側の第２溶接部Ｗ２ｂは支点Ｐと略同じ位置で、その第２溶接部Ｗ
２ｂに作用する引き剥がし力は略０である。
【００２７】
　また、本参考例は、ペダルアーム１４が一対の半割体３２、３４にて構成されている中
空構造の場合で、所定の強度（捩り剛性など）を確保しつつ軽量化できる一方、その一対
の半割体３２、３４の下端後部側がテーパ状に車両幅方向へ拡開されているとともに、そ
の拡開側の端部から更に外側へペダルシート１８に沿うように曲げられることによってシ
ート取付部３２ｔ、３４ｔが設けられている。このため、ペダルアーム１４の下端部の強
度（捩り剛性等）が更に高くなってシート取付部３２ｔ、３４ｔに固設されるペダルシー
ト１８の姿勢が一層安定するとともに、固設部位（第２溶接部Ｗ２ａ、Ｗ２ｂ）がペダル
シート１８の端部に近くなるため、オフセット踏み込み時にその固設部位（第２溶接部Ｗ
２ａ、Ｗ２ｂ）に作用する引き剥がし力が更に小さくなる。
【００２８】
　また、本参考例では、外側へ略直角に曲げられることによりシート取付部３２ｔ、３４
ｔが設けられたコーナー部分に、その外側へ膨出する補強ビード４４、４６がそのシート
取付部３２ｔ、３４ｔに対して略垂直な方向に設けられているため、コーナー部分を含め
たシート取付部３２ｔ、３４ｔの強度が高くなり、オフセット踏み込み時に固設部位（第
２溶接部Ｗ２ａ、Ｗ２ｂ）に作用する引き剥がし力が小さくなることと相まってペダルシ
ート１８の姿勢が一層安定するとともに、所定の強度を確保しつつ一対の半割体３２、３
４の薄肉化等により更なる軽量化を図ることができる。
【００２９】
　また、本参考例では、一対のシート取付部３２ｔ、３４ｔの先端縁すなわち最も離間し
た位置を含むコの字状の外端縁においてペダルアーム１４とペダルシート１８とが一体的
に溶接されているため、、ペダルシート１８の姿勢が一層安定するとともに、オフセット
踏み込み時に固設部位（第２溶接部Ｗ２ａ、Ｗ２ｂ）に作用する引き剥がし力が更に小さ
くなる。
【００３０】
　また、本参考例ではペダルシート１８に一対の平坦な台座部４０、４２が設けられ、そ
の台座部４０、４２に一対のシート取付部３２ｔ、３４ｔが固設されるため、ペダルシー
ト１８の全体形状を所定形状（参考例では湾曲形状）として踏み込み操作性を確保しつつ
、シート取付部３２ｔ、３４ｔを確実に台座部４０、４２に密着させて所定の固設強度を
得ることが可能であり、ペダルシート１８の形状に合わせてシート取付部３２ｔ、３４ｔ
を湾曲形状等に成形する場合に比較して製造コストが一層低減される。
【００３１】
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　次に、他の参考例を説明する。なお、前記参考例と実質的に共通する部分には同一の符
号を付して詳しい説明を省略する。
【００３２】
　図４の参考例は、ペダルシート５０の車両幅方向の寸法が比較的狭く、一対の半割体３
２、３４の下端後部に設けられたシート取付部３２ｔ、３４ｔの先端が、それぞれペダル
シート５０の車両幅方向の端縁に達している場合で、(a) は左側面図、(b) はペダルシー
ト５０の背面側から見た斜視図である。そして、そのシート取付部３２ｔ、３４ｔの先端
縁を含むコの字状の３箇所の外端縁において、シート取付部３２ｔ、３４ｔとペダルシー
ト５０とが一体的に溶接されている。本参考例では、シート取付部３２ｔ、３４ｔの先端
がペダルシート５０の車両幅方向の端縁に達しているため、そのシート取付部３２ｔ、３
４ｔに固設されるペダルシート５０の姿勢が一層安定するとともに、オフセット踏み込み
時にその固設部位（第２溶接部Ｗ２ａ、Ｗ２ｂ）に作用する引き剥がし力が更に小さくな
って略０になる。
【００３３】
　図５は、本発明の実施例を示す図で、前記図２の(b) と同様にペダルシート１８の背面
側（車両の下方側）から見た斜視図である。本実施例では、ペダルアーム１０の下端部が
テーパ状に拡開させられている点は前記図１の参考例と同様であるが、その拡開側の端部
から更に外側へペダルシート１８に沿うように折り曲げられることによって設けられるシ
ート取付部３２ｓ、３４ｓは、折り曲げ部分であるコーナー部分と共にハの字形状を成す
ように車両幅方向の外側へ緩やかに膨出するように湾曲させられている。そして、これ等
のシート取付部３２ｓ、３４ｓは、ペダルシート１８の中央部分に背面側へ膨出するよう
に設けられた平坦な単一の台座部５２に密着させられ、湾曲形状の外側の周縁部がアーク
溶接等によって一体的に溶接されている。第３溶接部Ｗ３ａ、Ｗ３ｂは、このシート取付
部３２ｓ、３４ｓとペダルシート１８との溶接部を表している。本実施例においても、一
対のシート取付部３２ｓ、３４ｓのコーナー部分がそれぞれ外側へ膨出させられているた
め、コーナー部分を含めたシート取付部３２ｓ、３４ｓの強度が高くなるなど、前記図１
の参考例と同様の作用効果が得られる。
【００３４】
　以上、本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明したが、これ等はあくまでも一実施
形態であり、本発明は当業者の知識に基づいて種々の変更，改良を加えた態様で実施する
ことができる。
【符号の説明】
【００３５】
　１０：ブレーキペダル（車両用操作ペダル）　　１４：ペダルアーム　　１８：ペダル
シート　　３２ｓ、３４ｓ：シート取付部　　Ｏ：支持軸心　　Ｗ３ａ、Ｗ３ｂ：第３溶
接部
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